
生物リズム研究会規約

1.本会は生物リズム研究会(BiologicalRhythms Society of Japan)という。

2.本会は生物リズムとそれに関連する現象について，基礎から応用まで幅広く取り上げ，

研究の推進と研究者相互の交流を深めることを目的とする。

3. 会は 2の目的を達成するために，原則として年 1回研究会の開催と、年会会誌の刊行を

行なう。また運営委員会の定めた事業を行なう。

4.本会の目的に賛同する個人は，年会費を納めることによって会員になることができる。

年会費の額は運営委員会によって決定される。

5. 会員は年会会誌の配付を受け，これに投稿することができる。また研究会に出席し発表

することができる。さらに会の運営についての意見を運営委員会に提出することができ

る。

6. 本会は会長，運営委員，年会幹事の役員をおく。任期は 3年として，重任を妨げない。

ただし年会幹事の任期は一年とする。

7. 会長は運営委員の互選によって選出され，少なくとも年一回の運営委員会を聞かなけれ

ばならない。運営委員によって構成される運営委員会は会長の主催のもとで本会の運営

に関する事項の審議決定を行なう。運営委員は運営委員会によって推薦された候補の中

から会員の投票によって決定する。ただし若干名は会長の推薦によって決定する。運営

委員会によって委託された年会幹事は研究会の企画運営に当る。

8. 本会は事務管掌と年会会誌編集および発刊のため事務局をおく。事務局は年度毎の活動

状況をまとめ，会計を含めて研究会と運営委員会に報告する。また事務局は運営委員会

の指定する場所におかれる。

9. 本会の会計は，運営委員会による承認を受けなければならな ~'o

1 O.規約の変更は運営委員会で審議し，運営委員会の出席者の半数以上の賛否で決定され

る。

1 1.この規約は 1992年 1月 1日から施行される。

付則

1.この規約発効時の会長および運営委員と事務局は以下の通りである。

2.年会費は 1年 2. 000円とし，一律に 1月を開始月として，その年の 12月までを 1年

とする。

会長

千葉喜彦

運営委員

井上国次郎 東京医/歯大・医用器材研
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井上慎一 三菱化成生命研

井深信男 滋賀大・教育・心理

海老原史樹文 名古屋大・農

大石正 奈良女子大・理

川崎晃一 九州大・健康科学センター

川 村 浩 東亜大学大学院

高橋清久 精神・神経センター・疾病研究

高橋康郎 東京都神経科学総合研・心理

登倉尋実 奈良女子大・家政

中島秀明 岡山大・理

長谷川建治 北里大・医

本間研一 北海道大・医

矢永尚士 九州大・生体防御医学研

事務局 岡山県津島中 3-1-1 (干 70 0) 

岡山大・理・生物

「生物リズム研究会」事務局

中島秀明気付

TEL 0 8 6 -2 5 1 -7 8 5 8 

FAX 0 8 6 -2 5 4 -4 6 4 8 
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第 10回生物リズム研究会のご案内

今回は事務局のお世話で下記のように開催したいと思いますので、皆様のご参加をお待ちい

たしております。

場所:岡山大学理学部(岡山市津島中 3ー 1-1 ) 

日時: 1 0月 2、 3日

講演申し込み締め切り:7月 31日

講演要旨発送先:干 700岡山市津島中 3-1ー1

岡山大学・理学部・生物

中島秀明

TELO 8 6 -2 5 1 --7 8 5 8 

FAX 0 8 6 -2 5 4 -4 6 4 8 

1.講演要旨の到着で講演申し込みとさせていただきます。講演要旨はA4、 1枚で上下左

右最小 2c mづつの空白を入れてください。最上段に演題、次行に発表者氏名、所属、

次行から本文をお書きください。原稿はそのままオフセット印刷をしますので、黒イン

キかまたはワープロでお願いいたします。講演要旨集は、昨年同様研究会開催までに研

究会会誌 2号として会員全員に郵送いたします。

2. 9月 30、 10月 1日の両日京都で臨床時間生物学研究会が聞かれますので、本研究会

開始時間は遅めに設定するつもりです。また 2日目にシンポジウムを計画いたしており

ます。テーマなどにご希望がありましたら、なるべく早く御連絡ください。

3. 運営委員会は 10月 2日午後の休憩時に行います。

4. 研究会の詳しいご案内は 4月に再度御連絡いたします。
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第 5回「生物リズムに関する札幌シンポジウム」のご案内

北海道大・医・生理学教室

本間研一

第 5回「生物リズムに関する札幌シンポジウム」を 1993年 8月25日から 8月28日

まで、北海道大学百年記念会館講堂で行います。今回の共通テーマは「サーカディアン時計

の進化」で、シンポジウムを 5題準備しております。また一般公募のポスターセッションも

予定しておりますので、是非ご参加ください。

プログラム

8月 25日(水〉

シンポジウム 1:遺伝子と細胞振動

近藤孝男 (岡崎)

K. Kloppstech (Hannover) 

中島秀明(岡山〉

W. Hastings (Cambridge) 

特別講演(本間賞受賞講演〉

T. Ronneberg (Munchen) 

8月 26日(木〉

シンポジウム 2:光同調と非光同調

海老原史樹文 (名古屋〉

E. Gwinner (Andechs) 

本間さと (札幌〉

M. Menaker (Charlottesville) 

ポスターセッション

特別講演

千葉喜彦(山口)

8月27日(金〉

シンポジウム 3:視交叉上核

井上慎一(町田〉

W. Schwartz (Worcester) 

柴田重信 (福岡〉

B. Ruzak (Halifax) 

シンポジウム 4 :ヒトの体内時計

本間研一(札幌〉

M. Chandrashekaran (Madurai) 
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J. Waterhouse (Manchester) 

D. Kripke (San Diego) 

特別講演(名誉学位受賞講演)

J. Aschoff (Freiburg) 

8月 28日(土〉

シンポジウム 5:周期的環境における生活

大川匡子 (市}11 ) 

M. Swaab (Amsterdam) 

A. Lewy (Portland) 

遠藤拓郎(東京)

サテライト・シンポジウム:睡眠覚醒リズム障害とビタミン B12 

杉田義郎(大阪〉

高橋清久(小平〉

高橋康郎 (東京〉

井上昌次郎 (東京〉

香坂雅子〈札幌〉

尚、ポスター・セッションの演題〆切は 5月31日です。詳細については事務局までお問い

合わせください。

「生物リズムに関する札幌シンポジウム」事務局

060札幌市北区北 15条西 7丁目

北海道大学医学部生理学第一講座

TELOll-716-2111 (6058) 

FAX 0 1 1 -7 1 7 -5 2 8 6 
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関連する学会、集会について

l.中島秀明(岡山大・理〉より

1 993年 9月2日午後に、国際植物科学会議のなかのシンポジウムとして、"Circa・

dian rhythms: cellular and molecular aspects"が聞かれます。演者は以下の 5名を

予定しております。

J. W. Hastings (Harvard Univ.) 

K. Kloppstech (Univ. Hanover) 

H. G. Nimmo (Glasgow Univ.) 

H. Nakashima (Okayama Univ.) 

T. Kondo (NIBB) 
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